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しれない．しかし，研究者として本当に理解しているであろうか？ 
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ここでは，研究者が心に置いておかなければならない母集団と標本
の考え方について説明する．
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いる基本であり，教えられなくても知っているという方も多いかも
しれない．しかし，研究者として本当に理解しているであろうか？ 
このように，統計の基本的ポイントについて2章で整理していく．

ここでは，研究者が心に置いておかなければならない母集団と標本
の考え方について説明する．
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研究者は母集団から標本を取りだして研究している．nが少ないと，
平均値にしてもデータのバラツキにしても，母集団からは外れてく
る可能性が高くなるので，母集団の情報はあいまいになってしまう．
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実験後，個々の標本データを吟味しているであろうか？ 平均値と3章
で説明する標準偏差（あるいは標準誤差）だけをみていないだろう
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研究者は母集団から標本を取りだして研究している．nが少ないと，
平均値にしてもデータのバラツキにしても，母集団からは外れてく
る可能性が高くなるので，母集団の情報はあいまいになってしまう．

むやみに群数は増やすべきではない．関連する「多重性の問題」に
ついては第２巻6章で詳しく説明する．

実験後，個々の標本データを吟味しているであろうか？ 平均値と3章
で説明する標準偏差（あるいは標準誤差）だけをみていないだろう
か？

実験計画を立てるときのルールを知ろう．2-11も関連する．

少しわき道にそれよう．みなさんは，自分の測定誤差はどれくらい
あるかご存じであろうか？

統計検定とは直接関係がないが，2-8の測定誤差と関連するので項
目を設けた．有効数字は研究者にとって重要な基礎知識である．



 2-10 外れ値を考える
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4章
 パラメトリック検定とノンパラメトリック検定の
どちらを使うべきか？
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正規性の検定の結果から選択している研究者も多いと思う．4-3で
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